
122008.9

　

は
じ
め
に

　

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
農
山
村
地
域
で

は
、
過
疎
化
、
少
子
・
高
齢
化
、
後
継
者
不
足

な
ど
が
深
刻
な
問
題
で
す
。
四
国
西
南
の
山
間

部
に
位
置
す
る
西
予
市
野
村
町
で
も
そ
れ
は
顕

著
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
地
場
産
業
の
農
林

業
は
も
と
よ
り
、
農
山
村
集
落
に
お
け
る
人
々

の
生
活
や
地
域
社
会
そ
の
も
の
の
存
在
が
危
ぶ

ま
れ
る
状
況
で
す
。

　
「
平
成
の
大
合
併
」
に
よ
り
、
自
治
体
の
再

編
・
広
域
化
が
進
め
ば
、
条
件
不
利
地
域
で
あ

る
「
山
奥
」
は
、
行
政
の
手
も
行
き
届
か
な
く

な
り
、
地
域
の
衰
退
に
拍
車
が
か
か
る
の
で
は

な
い
か
。
こ
う
し
た
危
機
感
か
ら
、
５
町
合
併

で
「
西
予
市
」
が
誕
生
し
た
そ
の
２
ヶ
月
後
の

平
成
16
年
６
月
６
日
、
旧
野
村
町
内
の
有
志
が

中
心
と
な
り
「
む
ら
の
新
資
源
研
究
会
・
山
奥

組
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

●�

第
１
部
会
〔
環
境
・
生
物
資
源
〕
で
は
、
野

村
町
の
中
心
部
に
近
い
自
然
林
を
所
有
者

か
ら
借
り
受
け
、「
里
山
保
全
の
森
づ
く
り
」

の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
林
内
の

雑
木
や
放
置
竹
林
の
整
理
、
樹
木
銘
板
の
設

置
、
原
木
シ
イ
タ
ケ
体
験
教
室
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
森
の
植
生
調
査
報
告
書
「
十
文

田
の
森
の
植
物
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

�　

ま
た
、
昨
年
度
は
、
郷
土
の
自
然
遺
産
で

あ
る
巨
樹
・
巨
木
を
調
査
し
、「
野
村
の
巨

樹
91
選
」「
野
村
の
巨
樹
案
内
マ
ッ
プ
」
を
発

行
、
市
内
の
学
校
や
関
係
機
関
・
団
体
に
配

布
し
ま
し
た
。

　

名
称
の
由
来
と
体
制

　

会
の
名
称
は
、
農
山
村
（
田
舎
）
を
悲
観
、
卑

下
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
資
源
（
新
た
な
価

値
）
と
捉
え
て
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
、
ま

た
旧
宇
和
島
藩
政
時
代
に
野
村
町
の
一
部
を

「
山
奥
組
」
と
称
し
て
い
た
歴
史
を
踏
ま
え
、

「
む
ら
の
新
資
源
研
究
会
・
山
奥
組
」
と
し
ま

し
た
。「
む
ら
」
は
、
農
山
村
地
域
社
会
を
表
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
３
月
現
在
の
会
員
数
は
約
１
３
０

名
で
、
西
予
市
内
の
会
員
約
80
名
の
ほ
か
、
松

山
市
方
面
や
東
京
・
関
東
地
方
な
ど
市
外
の
会

員
も
多
数
参
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
活
動
の
エ

リ
ア
は
、
お
お
む
ね
旧
野
村
町
の
範
囲
と
し
て

い
ま
す
。

　

山
奥
組
の
活
動

　

山
奥
組
で
は
、
取
り
組
み
テ
ー
マ
ご
と
に
４

部
会
を
設
置
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

特集6

農
山
村
に
夢
と
活
力
を
！

山
奥
組
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
続
く

むらの新資源研究会・
山奥組　事務局
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●�

第
４
部
会
〔
交
流
・
人
材
育
成
〕
で
は
、
惣

川
地
区
（
四
国
カ
ル
ス
ト
の
麓
）
に
あ
る
空

き
家
を
借
用
し
た「
田
舎
暮
ら
し
体
験
施
設
・

小
松
山
荘
」
を
開
設
、
農
山
村
体
験
・
交
流

の
場
と
し
て
利
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

西
予
市
も
合
併
し
て
４
年
が
経
ち
ま
し
た
。

山
間
地
域
の
過
疎
・
高
齢
化
は
さ
ら
に
進
み
、

い
わ
ゆ
る
「
限
界
集
落
」
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
山
奥
組
は
、
今
一
度
設
立
時
の
趣
旨
に

立
ち
返
り
、
こ
う
し
た
農
山
村
地
域
の
維
持
・

存
続
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
に
夢
と
活
力
を
取
り

戻
す
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
に
向
け
て

　

私
た
ち
山
奥
組
で
は
、
本
年
11
月
の
「
地
域

づ
く
り
団
体
全
国
研
修
交
流
会
・
愛
媛
大
会
」

で
第
４
分
科
会
「
農
山
村
（
む
ら
）
に
夢
と
活
力

を
！
」
分
科
会
を
担
当
し
ま
す
。
山
奥
組
の
活

動
を
ベ
ー
ス
に
、「
限
界
集
落
の
現
場
か
ら
ふ

る
さ
と
再
生
と
地
域
の
元
気
づ
く
り
」
に
つ
い

て
、
ま
た
、
地
域
産
業
や
文
化
資
源
な
ど
、
多

様
な
地
域
資
源
の
利
活
用
、
農
山
村
地
域
の
維

持
・
存
続
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
全
国
の
仲
間

と
語
り
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
の
皆
さ
ん
、
西
予
市
「
第
４
分
科
会
」

で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下

さ
い
！

巨樹・巨木調査

空き家活用・小松山荘修復活動

里山自然の森づくり

●�

第
２
部
会
〔
地
域
農
業
・
農
産
加
工
〕
で
は
、

地
域
の
伝
統
作
物
の
復
活
と
美
味
い
農
産
物

づ
く
り
を
目
指
し
、
ク
リ
、
キ
ビ
、
ア
ワ
、
モ

チ
麦
等
を
試
作
し
ま
し
た
。

　

�

ま
た
、
地
域
産
品
の
販
路
拡
大
を
図
る
た

め
、
都
市
部
の
会
員
を
中
心
に
、
渓
筋
地
区

の
米
と
野
菜
を
メ
イ
ン
と
す
る
「
ふ
る
さ
と

宅
配
便
」
事
業
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

●�

第
３
部
会
〔
伝
統
文
化
・
伝
承
技
術
〕
で
は
、

地
元
の
竹
細
工
・
竹
工
芸
の
技
術
伝
承
者
を

講
師
と
し
て
、「
竹
工
芸
講
習
会
」
を
開
催
、

貴
重
な
伝
統
文
化
・
技
術
の
伝
承
に
努
め
て

い
ま
す
。

地域資源を活かした都市と農村の交流
いよいよ開催！第26回地域づくり団体全国研修交流会愛媛大会




